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施工説明書

無垢直貼りフローリング

無垢素材商品のため、空気中や床下からの湿度の影響を受け、木材が有する水分の吸排作用によって膨張・収縮する特性を持っています。
施工の際には、下記の施工要領をお守りください。

無垢直貼りフローリング 施工要領

施工後の返品・交換には応じかねます。

●開梱した状態で放置し、施工現場の環境に十分なじませてから張ってください。
●無垢素材商品ですので、施工時に一定程度のハネ品が出ます。あらかじめご了承ください。
●色合いや木柄などが一枚一枚異なります。張り始める前に仮並べをし、色や柄のバランスをとって全体の品質を確認いただいた上で張ってください。
　極端に色や柄などがおかしいもの、その他商品に関してお気づきの点があれば、必ず張る前にご相談ください。

  3. 仮並べ

  1. 施工前に確認
●内装用ですので、外装には使用しないでください。
●�床暖房にはご使用いただけません。
●雨風が吹き込むことのないよう、サッシなど開口部の取り付け後にフローリングを張ってください。

  2. 下地の確認
●床下からの湿気、水分により、施工後に反り・曲がり、突き上げ、床鳴りなどが発生する恐れがあります。
●モルタルとスラブ全体を十分に乾燥させてください（含水率10%以下）。特にピット等がなく地面に接する1階の床については、防水シートや防水コンクリート等に
より地中の湿気、水分を遮断する処理が必要です。

　モルタル表面が乾燥していても、スラブの深部に多量の水分が含まれている場合が多いのでご注意ください。
●1階土間コンクリートに施工する場合は、地面の湿気、水分が永久的に上がってくるため、防湿コンクリートを使用して下地に防湿シートを敷くなど、防湿処理を完璧
にしてください。

●モルタルが一度乾燥しても、雨による冠水、漏水、石材工事のモルタル配合水など、何らかの水分が加わることがありますのでご注意ください。
●下地のモルタル面は平滑に仕上げてください。部分的なモルタル面の凹凸（不陸）、割れ、欠けは補修モルタルで修正してください。
●石膏系のセルフレベラーは使用しないでください。接着不良の原因になります。
　モルタル系のセルフレベラーを使用した場合は、表面のエフロ（粉が凝縮したもの）を完全に除去してください。
●モルタル面に、油分、水漏れなどがあると接着できません。

※施工前に必ずお読みください。



  4. 張り込み

●養生前にちり、ほこりをきれいに取り除いてください。
●接着剤が硬化するためには養生が必要です。養生中はフローリングの上に乗ったり歩いたりしないでください。接着不良の原因になります。
●冬期は接着剤の硬化に時間がかかりますので、養生の時間を長くとってください。
●加圧が不安定な部分（特にジョイント部分）には10kg程度の重りを置いてください。
●接着剤が硬化するまで（施工後24時間）は、養生シートをかけないでください。
●養生テープを直接フローリングに貼ると、木地が破損したり、養生テープの接着成分とフローリングの塗料の成分が一体化して塗膜が剥離することがあります。

（弱粘性の養生テープも使用しないでください。）

  5. 養生

養生テープを直接フローリングに貼らないでください。

●下記ホームページでご確認ください。

  6. メンテナンス

●寸法調整は、出入口を避けた反対側の壁際でおこなってください。
●接着剤を塗布する前に、必ずモルタル表面を掃除機で清掃してください。ちりやほこりがあると接着不良の原因になります。
●接着剤はエポキシ系直貼り用接着剤を使用してください。また、接着剤の説明書をよく読んで使用してください。
●接着剤は必ず可使時間を確認して、その時間内に張り込める面積内でモルタルに塗布してください。風のある場合や気温、湿度によっては、
　可使時間がさらに短くなりますのでご注意ください。
●必ずクシ目ゴテを使用して接着剤を全面に塗布してください。塗布量が多すぎると、ジョイント部分から接着剤があふれてフローリング表面を汚すことがあります。
●接着剤がフローリング表面に付着した場合は、すみやかに灯油を含ませた布で拭きとってください。接着剤が硬化すると取れなくなります。
●フローリング表面をゴムハンマーで叩いて接着剤とフローリングをよく密着させ、さらに手でも押し付けて張り込んでください。
●サネを強く叩き込むと、施工後の反り・曲がり、突き上げ、表面割れ、などの原因となります。フローリングどうしの間に0.5mm程度の隙間を設けてください。
　また、壁際は5〜10mm程度あけてください。
●石材、框、見切り材などとの納まりには、エキスパンションゴムやシリコン層を設けることをおすすめします。
●10m以上の大きなスパンに施工する場合は、エキスパンションゴムやシリコン層を設けることをおすすめします。
●広いホールなどに施工する場合は、できる限り多く隙間を設けてください。


